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葉緑体ゲノムは植物の葉の細胞あたり約 1 万コピー存在し、これに外来遺伝子を導入すれば gene 
dosage 効果が期待でき、植物の劇的な改変が可能である。現在、葉緑体の形質転換は葉緑体が発達

している緑葉に遺伝子銃でベクターを導入するが主流であるが、緑葉からカルス誘導・個体再生の系

が使えるのはタバコ、レタス、ジャガイモなど数種の植物に限定されている。本研究では、再生が容

易なカルスにレーザー加工技術により細胞壁を部分的に除去したスフェロプラスと、インビトロで外

来遺伝子を導入した葉緑体を包摂したリポソームをレーザー照射により融合させ、容易に形質転換葉

緑体をもつ植物体を得る普遍的な技術の開発を目的とする。 
初年度は基盤技術整備として以下の項目を検討した。１）タバコ、Nicotiana tabacum SR1 カル

スを高張液にて原形質分離を起こさせ、UV レーザーを照射し、細胞膜に傷をつけないでスフェロプ

ラスト化する。２）これを等張液に戻し、再増殖する条件を決定する。３）レーザーマニュピレーシ

ョンでリポソームを目的の場所に移動させる。 
 サイボックス社の UV レーザーBioCyber を用いて、照射時間 0.1 秒、レーザー強度 50％を基準に

カルスに照射すると、細胞壁に穿孔が可能であったが、細胞質成分が流出した。そこでカルスを 0.4M
ソルビトールを含む高張液に 30 分漬け、原形質を分離させ、細胞膜から離れた細胞壁にレーザー照

射し数μm の穿孔後、等張液に戻すことにより、細胞質成分の流出を防ぎ、穿孔することが可能にな

った。なお、この程度の短時間の高張液と等張液の交換では細胞増殖に悪影響はなかった。リポソー

ムを IR レーザーでトラップし移動させることが可能であった。 
 
 
 
 
 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
10. キーワード 
  (1)  タバコ                     (2) 葉緑体                      (3) 形質転換 
  (4) スフェロプラスト           (5) リポソーム                  (6) レーザーマニュピレーション 
  (7) ＵＶレーザー               (8) ＩＲレーザー                                   (裏面に続く) 
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